教職実践演習にみられる短期大学保育科学生の学びと変容―幼老統合ケアの実践活動を通して― by 芝田 郁子
































































































回数 日にち 内容 備考
１ ４月７日 オリエンテーション　履修カルテ記入 履修カルテ提出
２ ４月 14 日 幼老統合ケアとは（講義）
３・４ ４月 20 日 学外ゼミナール（講義・討論会） 課題提出
４・５ ４月 28 日 見学①施設見学（N認定こども園）と講義 レポート提出
６ ６月７日 １年生との討論会（実習について）
７・８ ６月９日 交流のための準備
９・10 ６月 23 日 交流①日常的な交流に参加（N認定こども園）
11 ６月 30 日 交流の振り返り レポート提出
12・13 ７月７日 交流②行事（七夕）における交流に参加（N認定こども園）
14・15 ７月 28 日 交流の振り返り　前期のまとめ　就職に向けての課題と対策 レポート提出
16 ９月８日 履修カルテ記入 履修カルテ提出
17・18 ９月 29 日 プログラム交流に参加（年長児と高齢者） レポート提出
19・20 10 月 13 日 準備（交流プログラム作成） 交流プログラム提出
21・22 10 月 27 日 見学②（愛知たいようの杜） レポート提出
23 10 月 28 日 討論会（保育実習指導Ⅱ「保護者支援の実際」の講演について）
24・25 11 月 10 日 学生プログラムによる交流及び実施後カンファレンス（N認定こども園） レポート提出
26 12 月６日 1年生と交流
27・28 12 月８日 学生プログラムによる交流及び実施後カンファレンス（N認定こども園） レポート提出
29 12 月 15 日 「すくすく広場」参加（学内・子育て支援） レポート提出
30 １月 12 日 まとめ　履修カルテ記入 レポート提出、履修カルテ提出
表２　平成30年度「教職実践演習」スケジュール
回数 日にち 内容 備考
１・２ ４月６日 オリエンテーション、幼老統合ケアとは（講義）履修カルテ記入 履修カルテ提出
３ ４月 20 日 学外ゼミナール（講義・討論会） 課題提出
４・５ ４月 27 日 見学①施設見学（N認定こども園）と講義 レポート提出
６・７ ５月 11 日 交流に参加①（N認定こども園） レポート提出
８ ６月６日 １年生との討論会（実習について）
９・10 ６月８日 交流に参加②（N認定こども園） レポート提出
11・12 ６月 15 日 見学②（愛知たいようの杜） レポート提出
13 ６月 22 日 就職に向けての課題と対策
14・15 ７月 28 日 交流の振り返り　前期のまとめ レポート提出
16・17 ９月７日 活動計画作成　履修カルテ記入「こんにちわ赤ちゃんプレ講座」 履修カルテ提出
18・19 ９月 14 日 0 歳児対象講座（学内） レポート提出
20 10 月 19 日 討論会（保育実習指導Ⅱ「保護者支援の実際」の講演について） 課題提出
























21・22 10 月 26 日 柳城祭　子どもフェスタ準備
23 11 月 3 日 柳城祭　子どもフェスタ参加（昔の遊び：竹とんぼ・紙飛行機）
24 11 月 9 日 学生プログラムによる交流の準備
25・26 11 月 26 日 学生プログラムによる交流及び実施後カンファレンス（N認定こども園） レポート提出
27 12 月 5 日 1 年生と交流
28・29 12 月７日 学生プログラムによる交流及び実施後カンファレンス（N認定こども園） レポート提出
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Learning and Transformation of Junior College Childcare Students in 
Teaching Practice Seminar: Through Practical Activities of Integrated 
Care of Preschoolers and the Elderly
Shibata, Yuko*
キーワード：共生，多世代交流，幼老統合ケア，学生の変容，教職実践演習のあり方
　本論文は、幼老統合ケアの実践を通して、教職実践演習のテーマである「多世
代交流･共生を考える」を目指し、学生一人ひとりが何を学び、どう変容し課題
を見つけたかを明らかにする。そして、幼老統合ケアの活動方法の改善も含め、
教職実践演習のあり方を考えるものである。
　まず、学生は世代間交流である幼老統合ケアは、子どもと高齢者双方にとって
良い影響があると感じた。異質性の大きい多世代との交流は新しい発見や刺激が
多く、生活を豊かにし、人格形成に大きく影響すると学生は学んでいる。その結
果、共生についても「いろんな人がいることが当たり前」であり、「生活が豊か
で楽しくなる」と考えている。
　次に、学生は子どもを力ある存在と認め、保育に正しい保育があるわけでなく、
自分らしさを失わないその子に適した保育を考えることが重要であるとの保育観
を持つように変化した。
　さらに、教職実践演習においては学生の意見も取り入れ調整しながら、このテー
マを継続していくことが活動効果を高めると考えた。活動の場は幼老統合ケアの
実践を重ねてきている施設であるため、蓄積するノウハウは確かなものである。
学生の自主性や主体性を損なわず、保育者としての資質確認ができるようにして
いきたい。
